
令和４年度第１回花巻市行政評価委員会会議録 

 

１ 開催日時 

令和４年６月２４日（金） 午後１時１５分から午後２時３０分まで 

 

２ 開催場所 

花巻市生涯学園都市会館 ３階 第２・３中ホール 

 

３ 出席者 

⑴ 委員 出席者：１２名 

鈴木健委員長（富士大学経済学部教授）、影山一男副委員長（富士大学経済学部教    

授）、髙橋利光委員（花巻農業協同組合）八木浩委員（花巻商工会議所）、阿部久美子

委員（一般社団法人花巻観光協会）、伊藤清子委員（花巻市食生活改善推進員協議会）、

久保田廣美委員（一般社団法人花巻市体育協会）、菊池房江委員（花巻市芸術協会）、

小原幸子委員（花巻市民生委員児童委員協議会）、佐藤洋子委員（花巻市地域婦人団体

協議会）、工藤望委員（花巻市内学童クラブ連絡協議会）、市島宗典委員（公立大学法

人岩手県立大学総合政策学部准教授） 

委員 欠席者：４名 

細川祥委員（社会福祉法人花巻市社会福祉協議会）、佐藤大介委員（花巻市 PTA 連合

会）、安部修司委員（公益社団法人花巻青年会議所）、多田葵委員（公募委員） 

⑵ 市・事務局：１０名 

上田東一（花巻市長）、岩間裕子（総合政策部長）、布臺一郎（財務部長）、千葉孝典

（財政課長）、冨澤秀和（秘書政策課長）、小原広幸（財政課長補佐兼経営財務係長）、

伊藤浩（秘書政策課長補佐）、八重樫尚孝（秘書政策課企画調整係長）、阿部ゆうみ（財

政課主査）、菊池遼（秘書政策課主査） 

 

４ 議事録 

（冨澤秘書政策課長）  本日は、お忙しいところご出席いただきまして誠にありがとうご

ざいます。暫時進行させていただきます。秘書政策課長の冨澤と申

します。よろしくお願いいたします。 

最初に資料の確認をさせていただきたいと思います。≪確認≫ 

それでは、開会に先立ちまして、上田市長より委嘱状の交付をさ

せていただきます。≪委員１２名へ委嘱状を交付≫ 

それでは、ただいまから令和 4 年度第 1 回花巻市行政評価委員

会を開会いたします。初めに、上田市長より御挨拶申し上げます。 

（上田市長）      今日は、令和 4 年度第 1 回花巻市行政評価委員会に御出席賜り



まして大変ありがとうございます。 

先ほど、代表の髙橋利光様に、これから 2 年間の行政評価委員

の委嘱状を交付させていただきました。本当に皆様には御苦労をお

かけしますけどもよろしくお願いいたします。 

花巻市の平成 26 年度から令和 5 年度までの 10 年間にわたって

適用される花巻市まちづくり総合計画。今、新しく第 2次総合計画

を策定するということで動き始めているところであります。 

まず、市民の皆様からアンケートをとらせていただくほか、一般

の方々と、それから、高校生を中心とする若い方々による 2種類の

市民ワークショップを行うということで今募集をしておりまして、

もうすぐこの参加者が決まるところでございます。７月になります

と、この方々によるワークショップが始まります。 

そのように、令和 6 年度からの 8 年間を考えて策定する総合計

画は大変重要なものと我々は認識しているところでございますか

ら、これについては市民の方々と一緒に、先ほど申し上げましたよ

うな市民参画の手法もとりながらつくっていきたいと考えている

ものであります。 

その前提といたしまして、大事なことは、今までの総合計画長期

ビジョンに基づく施策がどのようになされたかということであり

ます。 

今、この長期ビジョンのもとにおいて、令和 2年度から令和 5年

度までの 4 年間の中期プランが施行されておりまして、皆様には、

令和 3年度におけるこの中期プランに基づく施策について、市役所

職員による評価をご覧いただきまして、その評価が適切であるかど

うかということについて御意見をいただくことになります。 

過去の計画がしっかり出来ているか、あるいは問題はなかった

のか。あるいはそれについての職員の評価が適切であるかどうか。

これが次の総合計画をつくる上で大変重要な基礎となりますので、

皆さんの役割は、その意味では例年度以上に大変重要な役割となり

ます。 

皆様のお力によって、しっかり検証をしていただいて、新しい総

合計画に結びつけていきたいと考えているところでございまして、

大変お忙しいところ恐縮でございますけれども、皆様のお力をお借

りしたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

皆様とともに現総合計画をしっかり検証して、皆様とともに立

派な実効性のある新計画をつくってまいりたいと思いますので、よ



ろしくお願いいたします。 

（冨澤秘書政策課長）   市長は別用務のため、ここで退席をさせていただきます。 

本日の委員会の終了時間は午後 3時を予定してございます。 

次に、本日出席しております職員を紹介させていただきます。

《紹介》 

それでは、議事に入る前に、委員長、副委員長の選出を行います。 

委員長、副委員長が決定するまでの間、岩間総合政策部長が仮議

長として議事を進めさせていただきます。 

（岩間総合政策部長）   総合政策部の岩間でございます。委員長が選任されるまでの間、

暫時、仮議長として進めさせていただきますので、よろしくお願い

いたします。 

花巻市行政評価委員会設置要綱第 5条第 1項に、「委員会に委員

長及び副委員長各 1 人を置き、委員の互選により定める。」と規定

しております。 

つきましては選出に当たりまして、自薦他薦等ございますけれ

ども、皆様のほうから選出方法について、何か御意見がございまし

たらお願いしたいと思います。 

御意見等ございませんでしょうか。 

もしないということであれば、事務局案をお示しさせていただ

きたいと思いますが、皆様いかがでございましょうか。 

《「事務局案で」との声あり》 

（岩間総合政策部長）  それでは、事務局案についてお願いいたします。 

（伊藤秘書政策課長補佐）    事務局では、前回の選出において、委員長、副委員長を学識経験

者から選出し、決定した経緯がございますことから、今回も同様に

学識経験者から選出することとし、委員長を富士大学 鈴木健委員、

副委員長を富士大学 影山一男委員にお願いしたいと思います。 

（岩間総合政策部長）  ただいま、事務局案をお示しいたしましたが、これにつきまして

皆様のほうから御意見をいただければと思います。事務局案に異

議なしということでよろしいでしょうか。 

《「異議なし」との声あり》 

（岩間総合政策部長）  それでは、鈴木健委員に花巻市行政評価委員会の委員長を、影山

一男委員に花巻市行政評価委員会の副委員長をそれぞれお願いし

たいと思います。よろしくお願いいたします。 

（冨澤秘書政策課長）  これ以降の進行につきましては、花巻市行政評価委員会設置要綱

第 5条第 2項に、「委員長は、会務を総理し、会議の議長となる。」

と規定されてございますので、議事の進行につきましては、鈴木委



員長にお願いいたしたいと思います。 

なお、進行につきまして若干時間をちょうだいいたしまして、事

務局との打合せ、とさせていただきたいと思いますので暫時休憩

とさせていただきます。 

《委員長と事務局において、進行方法について打合せ》 

（冨澤秘書政策課長）  それでは、会議を再開させていただきます。 

ここで、花巻市行政評価委員会委員長の鈴木委員からご挨拶を

いただきたいと存じます。 

（鈴木委員長）      ただいま御選出をいただきました、富士大学の鈴木と申します。

御選出いただき、また御承認をいただきまして、ありがとうござい

ます。 

この行政評価委員会委員長として、今年度の行政評価委員会が

無事にその任務を遂行できるよう、鋭意努力をしてまいりたいと

思います。委員の皆様並びに、関係の市の職員の皆様には、暑い時

期で大変に大変な中、ご苦労をおかけいたしますが、何卒ご協力の

ほどお願いを申し上げたいと思います。どうぞよろしくお願いを

いたします。 

（冨澤秘書政策課長）  議事の進行は、鈴木委員長にお願いしたいと思います。 

（鈴木委員長）     それでは、次第 5の議題に入ります。全体会（1）の「花巻市行

政評価委員会の役割について」、（2）の「花巻市の行政評価につい

て」を議題といたします。事務局より説明をお願いいたします。 

（八重樫企画調整係長）  それでは説明をさせていただきます。資料№3 をご覧ください。

花巻市行政評価委員会の設置目的といたしまして、市が行う行政評

価の客観性と透明性の向上を図ることと書いてございます。これは

花巻市のまちづくり基本条例第 23 条に書かれております。行って

きた事業の事務事業を評価し、公表するということになっておりま

して、この花巻市がまず内部で評価したものの評価内容が、それで

適切だったのかどうかを、皆様で御議論いただくという場になって

ございます。 

所掌事務といたしまして、先ほど申し上げましたように、まず市

が実施した行政評価の結果について公表すること、2つ目に行政評

価の改善について市長に提言すること、3つ目といたしましてその

ほか行政評価に関し、意見を述べることの 3つでございます。 

皆様に御議論いただきました行政評価の内容につきましては、

この後各部会が開催されますが、通常であれば 11 月頃に報告書を

まとめまして、市長に提示させていただく予定としてございます。 



昨年度はコロナ禍ということもございまして予定しておりまし

た部会が開くことが出来ず、開催時期が伸びた結果、12月末に報告

書を提出したという経緯がございます。 

皆様の作業内容になりますが、この中から「しごと」、「暮らし」、

「人づくり・地域づくり」の 3つの部会に分かれていただきまして、

市が行った内部評価が適切に行われているかというところに着眼

していただきまして、市民目線、外部からの視点で御意見を賜りた

いというものでございます。 

続きまして花巻市の行政評価について説明をさせていただきま

す。花巻市まちづくり総合計画に掲げております内容を、ＰＤＣＡ

という「プラン（計画）」、「ドゥ（実行）」、「チェック（評価）」、「ア

クション（改善）」というサイクルで回していくために、先に述べ

た評価の実施を行っていただきたいと考えているところでござい

ます。 

花巻まちづくり総合計画につきましては、「しごと」、「暮らし」、

「地域づくり」、「人づくり」、「行政経営」という 5本の柱で構成さ

れてございます。この 5本の柱に基づきまして事務事業が行われて

いるというような流れとなっております。 

続きまして資料№6 の事務事業の一覧を御覧いただきたいと思

います。こちらにつきましては先ほど申し上げました 5本の柱に基

づく事業が、それぞれ全て記載されてございます。 

この五本の柱に対しさらに 21 の政策、その政策の下に 72 の施

策がございます。さらにその下に、通常でありますと 250から 270

の事務事業がぶら下がっている形になっております。令和 3年度に

おきましては、このコロナ禍におきます対応事業が追加されており

まして、最終的には、290の事業数に膨れ上がっているというよう

な状況でございます。 

今回評価をしていただく対象の施策になりますが、お手元の資

料№6の政策というところを見ていただきますと、例えば、1-1-1、

しごと分野の政策「農林業の振興」の施策「農水業生産の支援」と

あり、この施策には 15 余りの事業がぶら下がっているというよう

で構成されております。このようなところを見て施策について評価

していただくということになります。 

先ほど 72施策あるとお話しさせていただきましたが、今年度に

おきましては、各部会 2施策ずつ評価をしていただきたいと考えて

いるところでございます。 



令和 2 年度の行政評価からですね、通常各部会 3 施策ずつ評価

していたものを 2施策に、減らして評価をしていただいております。

これは、コロナ禍によりなかなか開催が難しいということも踏まえ

て、一つ減らして進めてきておりますが、今年度におきましても 2

施策を評価することで考えてございます。 

これらの状況もございますが、昨年度の行政評価委員会におき

まして、二つの政策に絞ることで、より時間をかけて協議すること

が出来たというふうな前向きな御意見もいただき、それらも踏まえ

まして、令和 4年度につきましても、引き続き 2施策を選び評価を

していただきたいと考えてございます。 

（鈴木委員長）     それでは、ただいまの説明につきまして、質疑を行いたいと思い

ます。御質問のある方は挙手をお願いいたします。 

《質疑なし》 

（鈴木委員長）     それでは、特に御質問はないということで次に進めさせていただ

いてよろしいでしょうか。 

それでは、次に、議題（3）の「部会の設置等について」を議題

といたします。事務局より説明をお願いいたします。 

（八重樫企画調整係長）  それでは次に部会の設置についてご説明させていただきます。 

《部会ごとの名簿を配布》 

この「しごと」、「暮らし」、「人づくり・地域づくり」の 3部会の

中で、第 1希望と第 2希望を取らせていただきました。 

その結果、偏った部分もございましてご希望に沿えない部分も

ございますけども、このような形で割り振りをさせていただいてお

ります。引き続き委員に就任された方を昨年と同じ部会とならない

ようにすることや、部会日程が合うようになど調整をさせていただ

いた部分もございますので、何卒御了解いただければと思いますよ

ろしくお願いいたします。 

（鈴木委員長）     部会の構成は、事務局の調整の結果として、結果のとおりとして

よろしいでしょうか。 

《「異議なし」の声あり》 

（鈴木委員長）     それでは、部会の構成はこのとおりといたします。 

この後、別室にて、3部会に分かれて、評価対象施策の選出、そ

して、今後の日程調整をしていただきます。委員の皆様には、準備

が整い、整い次第、担当する部会の部屋に御移動をお願いいたしま

す。それではここで 5分間の休憩とします。 

《部会ごとに会場を移動、その後休憩》 



【部会ごとの協議】 

「しごと」、「暮らし」、「人づくり・地域づくり」の３部会に分かれて、部会長の

選出、評価対象施策の選定、部会の日程調整について協議。 

○ 部会長の選出 

  ・しごと部会・・・影山一男副委員長 

  ・暮らし部会・・・鈴木健委員長 

  ・人づくり・地域づくり部会・・・市島宗典委員 

○ 評価対象施策の選定及び部会の開催日程調整 

   ・しごと部会 

日時 
評 価 対 象 施 策 

政策 施策 

８月２５日（木） 
1-4 観光の振興 1 観光の魅力向上 

13:30～15：00 

８月２９日（月） 
1-5 農工商観連携の推進 2 特産品の開発 

13:30～15:00 

・暮らし部会 

日時 
評 価 対 象 施 策 

政策 施策 

７月２８日（木） 
2-5 福祉の充実 1 地域福祉の推進 

10:00～11：30 

８月３日（水） 
2-6 健康づくりの推進 2 母子保健の推進 

10:00～11：30 

・人づくり・地域づくり部会 

日時 
評 価 対 象 施 策 

政策 施策 

８月２９日（月） 
3-1 子育て環境の充実 1 子育て支援の充実 

13:30～15:00 

８月３１日（水） 
4-1 

地域主体のまちづく

り 
1 

地域づくりへの参加促

進 13:30～15:00 

 

 

 

【全体会】 



（鈴木委員長）     それでは、全ての部会で評価対象施策と開催日程が決定したよう

ですので、事務局よりその結果の報告と今後のスケジュール等に

ついての説明をお願いいたします。 

（伊藤秘書政策課長補佐）  それでは、各部会で決定いたしました、評価対象施策と部会開催

日程につきまして、御報告させていただきます。 

《上記「評価対象施策の選定及び部会の開催日程調整」結果を報告》 

今後、会場等の調整の上、開催案内を送付いたします。開催案内

とあわせまして、評価対象の施策評価シートなどの資料の事前送付

を行いたいと考えております。 

第 2 回部会につきましては現時点で、内部評価を当市の内部の

ほうで実施をしておりまして、資料送付が直前となる場合がござい

ますので、御了承いただきたいと思います。 

なお、資料の送付につきましてデータによる送付を希望される

方におかれましては、お帰りの際にその旨を事務局のほうに申出く

ださるようお願いしたいと思います。 

また、第 4 回の部会と合わせた全体会につきましては、各部会

の取りまとめ意見の発表を行う会でございまして、9月下旬を予定

しております。発表いただく、各部会の部会長の御都合をお伺いし

ながら日程を調整させていただきますので、開催日時、会場が決ま

りましたらば、第 2回の部会開催以降に、皆様にお知らせしたいと

考えております。 

（鈴木委員長）     ただいまの説明につきまして、質疑を行います。御質問のある方

は挙手をお願いいたします。 

《質疑なし》 

（鈴木委員長）     それでは、本日の審議につきましては、以上で終了をさせていた

だきます。 

（冨澤秘書政策課長）  それでは、各委員の皆様方には、長時間にわたりまして、ありが

とうございました。 

これから各部会で評価のほうをしていただくこととなりますけ

ども、お忙しいとは存じますけども、何とぞよろしくお願いいたし

たいとお願いいたします。 

以上をもちまして令和 4 年度第 1 回花巻市行政評価委員会を閉

会させていただきます。本日は誠にありがとうございました。 

 


